
猷
鮒
謂
掩
げ
石
器
作
り
も
見
学

諏
訪
地
域
に
根
差
し
た
歴
史
文
化
を
研
究
す
る
一
般
社
団
法
人
・
大
昔
調
査
会
は
1
4
日
、
連
続

セ
ミ
ナ
ー
「
諏
訪
湖
底
・
曽
根
遺
跡
と
旧
石
器
の
狩
人
た
ち
」
を
開
講
し
た
。
初
回
は
諏
訪
市
博

物
館
を
会
場
と
し
、
小
学
生
親
子
か
ら
考
古
学
フ
ァ
ン
ま
で
市
内
外
の
2
5
人
が
参
加
。
解
説
付
き

で
展
示
室
を
巡
り
、
湖
底
に
眠
る
水
中
遺
跡
「
曽
根
遺
跡
」
の
謎
に
迫
っ
た
。
名
人
に
よ
る
石
器

作
り
も
見
学
し
、
旧
石
器
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
た
。
　
　
（
鮎
沢
健
吾
）

諏
訪
地
域
の
遺
跡
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
保
護
の
機
運
を
高
め

た
い
と
県
の
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
を
受
け
て
取
り
組
む
。
初

回
は
同
会
の
高
見
俊
樹
さ
ん
と
三

上
徹
也
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
曽

根
遺
跡
と
旧
石
器
時
代
の
諏
訪
湖

東
岸
遺
跡
群
の
出
土
品
が
あ
る
館

内
展
示
室
を
案
内
し
た
。

曽
根
遺
跡
は
諏
訪
湖
間
欠
泉
セ

ン
タ
ー
（
諏
訪
市
）
の
沖
合
数
百

㍍
に
あ
り
、
1
9
0
8
年
に
発
見

さ
れ
た
。
研
究
者
で
も
あ
る
三
上

さ
ん
は
「
な
ぜ
湖
底
に
あ
る
か
と

い
う
の
が
謎
の
一
つ
」
と
し
、
湖

底
に
杭
を
立
て
て
生
活
し
た
「
水

上
住
居
説
」
や
、
陸
地
だ
っ
た
部

分
が
地
滑
り
を
起
こ
し
て
湖
底
に

沈
ん
だ
「
断
層
地
変
説
」
な
ど
を
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諏
訪
市
博
物
館
で
曽
根
遺
跡
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
田
中
洋
二

紹
介
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
曽
根
論
争
」
が
起

き
る
中
、
諏
訪
湖
は
増
水
と
減
水

を
繰
り
返
し
、
曽
根
遺
跡
の
時
は

陸
上
だ
っ
た
説
を
同
市
出
身
の
考

古
学
者
藤
森
栄
一
が
提
唱
し
た
と

解
説
。
↓
こ
こ
で
は
採
れ
な
い
石

も
出
た
。
い
ろ
ん
な
所
か
ら
人
々

が
曽
根
に
来
て
、
矢
じ
り
の
作
り

方
を
教
わ
っ
た
り
教
え
た
り
し
た

か
も
し
れ
な
い
。
曽
根
は
ロ
マ
ン

あ
る
遺
跡
」
と
語
っ
た
。

石
器
作
り
は
田
中
洋
二
郎
さ
ん

＝
茅
野
市
＝
が
担
当
し
、
鹿
の
角

な
ど
で
黒
曜
石
を
加
工
し
て
尖
頭

器
に
。
諏
訪
市
中
洲
小
4
年
の
今

井
奏
太
さ
ん
（
9
）
は
「
ナ
イ
フ
の

よ
う
な
も
の
が
で
き
て
す
ご
い
」

と
大
昔
の
も
の
づ
く
り
技
術
に
驚

き
、
弟
で
同
1
年
の
陽
翔
さ
ん
…

（
7
）
は
「
い
つ
も
見
て
い
る
諏
夢

湖
の
中
に
遺
跡
が
あ
を
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。
“

セ
ミ
ナ
ー
は
全
3
回
。
次
回
2
1

日
は
下
諏
訪
町
の
星
ケ
塔
ミ
ュ
ー
ー

ジ
ア
ム
矢
の
根
や
で
黒
曜
石
と
諏

訪
に
関
す
る
講
義
を
行
う
。
日
月

2
日
は
諏
訪
湖
東
岸
遺
跡
群
一
帯

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
ド
ロ
ー
ン
で

遺
跡
群
や
曽
根
遺
跡
を
空
か
ら
観

察
す
る
。
と
も
に
定
員
3
0
人

学
3
年
以
上
）
商
い
合
わ
せ
は
大

、
昔
調
査
会
（
電
話
0
9
0
・
2
2

0
4
・
2
8
1
8
）
へ
。


